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L3Out テンプレート概要 
リリース 4.1（1）以降、Nexus ダッシュボード オーケストレータ（NDO）は、Cisco ACI ファブリックの 
L3Out を作成および構成するための多数の新しいポリシーと、IP ベース L3Out および SR-MPLS VRF L3Out 構
成専用の新しいテンプレート タイプを導入しました。 

すでにご存知かもしれませんが、NDO の以前のリリースでは、アプリケーション テンプレートに L3Out オ
ブジェクトを作成する機能があり、L3Out を作成してファブリックに展開できました。ただし、実際の 
L3Out 構成は、ファブリックのコントローラ（Cisco APIC）にログインし、各 L3Out の詳細を個別に提供する

ことにより、手動で行う必要がありました。 

リリース 4.1(1) では、L3Out および SR-MPLS L3Out の構成全体（ノード、インターフェイス、およびその他

の設定を含む）を NDO で直接実行し、マルチファブリック ドメイン内のすべてのファブリックに展開でき

ます。これを実現するために、新しい L3Out 固有のテンプレート タイプが追加され、L3Out および SR-MPLS 
VRF L3Out 構成が含まれています。アプリケーション テンプレートと同様に、L3Out テンプレートにはテナ

ントとの 1 対 1 の関連付けがありますが、アプリケーション テンプレートとは異なり、L3Out テンプレート

は単一のファブリックにのみ関連付ける必要があります。 

 

アプリケーション テンプレートの従来の L3Out オブジェクトは、下位互換性のために

引き続き機能します。ただし、NDO から特定の L3Out および SR-MPLS L3Out 設定を定義

する場合、新しい L3Out テンプレート タイプを使用する必要があります。 
従来の SR-MPLS VRF L3Out オブジェクトはアプリケーション テンプレートから削除さ

れ、すべての SR-MPLS VRF L3Out 構成は、L3Out 固有のテンプレートを使用して行う必

要があります。SR-MPLS インフラ L3Out の設定は、引き続きファブリック接続のプロビ

ジョニング ワークフローの一部として実行されます。 
 

テンプレートとポリシー オブジェクトの依存関係 
次の図は、完全な L3Out 構成を定義するために必要な、複数のテンプレートにわたるテンプレートとポリ

シーの階層を示しています。 

• L3Out によって使用される VRF と、L3Out に関連付けられている外部 EPGは、引き続きアプリケーショ

ン テンプレートで定義されます。 

• ノードまたはインターフェイスのルーティング ポリシー、BGP ピア プレフィックス、および IP SLA ポ
リシーが、テナント ポリシー テンプレートで定義されるようになりました。 

これらのポリシーは、次の箇条書きで説明されているように、L3Out 固有のテンプレートとそのテン

プレートで定義されたポリシーによって使用されます。 

• IP ベース L3Outs の場合、テンプレートには次のものが含まれます。 

o ルート制御のためのルーティング プロトコル（BGP/OSPF）、VRF、L3 ドメイン、およびルート マ
ップ。 

o L3Out ルーティング プロトコルとノード レベルのプロトコル構成を展開する境界リーフ スイッチ

（ノード）。 

o L3Out ルーティング プロトコルとインターフェイス レベルのプロトコル構成を展開する境界リーフ 
スイッチ インターフェイス。 

o ノード/インターフェース グループ ポリシーを使用したノード レベルおよびインターフェース レ
ベルの共通構成。 

ノード グループの構成には、ループバック インターフェイスの BGP ピア、BFD マルチホップ設定、

および以下で説明するノード ルーティング グループ ポリシーとの関連付けが含まれます。 
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インターフェイス グループの構成には、OSPF および BFD プロトコル設定、および以下で説明する

インターフェイス ルーティング グループ ポリシーとの関連付けが含まれます。 

これらのポリシーは、前の箇条書きで説明したテナント ポリシー テンプレートで定義されたポリシー

を使用します。たとえば、ノードおよびインターフェース グループ ポリシーには、テナント ポリシー 
テンプレートで定義されたノードおよびインターフェース ルーティング ポリシーが必要です。 

• SR-MPLS VRF L3Outs の場合、テンプレートを使用すると、ラベルを定義し、ルート制御のためにルート 
マップをインポート/エクスポートできます。 

 
図 1. L3Out テンプレートとポリシー オブジェクト 

テナント ポリシー テンプレート：ノード ルーティング グルー

プ ポリシー 
テナント ポリシー テンプレートのノード ルーティング ポリシーは、ノードまたは境界リーフ レベルで適

用でき、L3Out テンプレートのノード グループ ポリシーで使用できるプロトコル ポリシーのセットです。

次の 3 つの設定が含まれます。 

• [BFD マルチホップ設定（BFD MultiHop Settings）]：直接接続されていないインターフェイス上のデバ

イス間で確立される BFD セッションの BFD パラメータを指定します。 

• [BGP ノード設定（BGP Node Settings）]：BGP ピアの間の BGP 隣接関係に BGP プロトコル タイマーとセ

ッション設定を構成することができます。 

• [BGP ベストパス コントロール（BGP Best Path Control）]：様々な BGP ASN から受けとった複数のパス

の間のロードバランシングを有効化する as-path multipath-relax を有効にします。 

このポリシーは、テナント ポリシー テンプレートを使用して構成および展開され、L3Out テンプレートで

構成された L3Out によって使用されます。 



3 

 

Cisco Confidential 

テナント ポリシー テンプレート： インターフェイス ルーティ

ング グループ ポリシー 
The Interface Routing Policy in Tenant Policy template is a set of policies that can be applied at an interface level and 
can be used by interface group policies in L3Out template. 次の 3 つの設定が含まれます。 

• [BFD 設定（BFD Settings）]：直接接続されているインターフェイス上のデバイス間で確立される BFD セ
ッションの BFD パラメータを指定します。 

複数のプロトコルがルータ間ので有効にされている場合、各プロトコルにリンク失敗の検出機能が備

わっています。それぞれ、違うタイムアウトがある可能性があります。BFD は、一貫性のある予測で

きる統合時間を出すために全てのプロトコルに対して均一なタイムアウトを出します。 

• [BFD マルチホップ設定（BFD MultiHop Settings）]：直接接続されていないインターフェイス上のデバ

イス間で確立される BFD セッションの BFD パラメータを指定します。 

上記の「テナント ポリシー テンプレート：ノード ルーティング グループ ポリシー」セクションで説

明したように、これらの設定をノード レベルで構成できます。インターフェイスがその設定を継承し

た場合、インターフェイス ルーティング グループ ポリシーの単独インターフェイスの node-level 設定

を上書きできます。 

 BFD マルチホップ設定には、Cisco APIC リリース 5.0（1） 以降が必要です。 

• [OSPF インターフェイス設定（OSPF Interface Settings）]：OSPF ネットワーク タイプ、優先度、コスト、

間隔、制御などのインターフェイス レベルの設定を構成できます。 

 
このポリシーは、OSPF を使用して L3Out を展開するときに作成する必要がありま

す。 

このポリシーは、テナント ポリシー テンプレートを使用して構成および展開され、L3Out テンプレートで

構成された L3Out によって使用されます。 

テナント ポリシー テンプレート： 個別のポリシー 
上記のグループ ポリシーに加えて、テナント ポリシー テンプレートには、L3Out 構成に関連する次の個別

のポリシーも含まれています。 

• [BGP ピア プレフィックス ポリシー（BGP peer prefix policy）]：ネイバーから受信できるプレフィック

スの数と、許可されるプレフィックスの数を超えた場合に実行するどのアクションかを定義します。 

このポリシーは、テナント ポリシー テンプレートを使用して構成および展開され、L3Out テンプレー

トで構成された L3Out によって使用されます。 

• [IP SLA モニタリング ポリシー（IP SLA monitoring policy）]：プローブのタイプ（ICMP/TCP/HTTP）と、

エンドポイントのモニタリングに使用するそれぞれの設定を定義します。このポリシーは、モニタリ

ングするネットワーク セグメントである「トラック メンバー」と呼ばれるモニタリング プローブ プ
ロファイルに関連付けられます。IP SLA モニタリング ポリシーを追跡リスト（複数の追跡メンバーを

含む）に関連付け、この追跡リストを静的 ルートに関連付けて、ルート上の追跡リスト メンバーの可

用性をモニタリングすることができます。さらに、IP SLA モニタリング ポリシーを静的 ルートのネク

ストホップ アドレスに直接関連付けて、ルート上の可用性をモニタリングすることができます。 

 
HTTP タイプの IP SLA モニタリング ポリシーには、Cisco APIC リリース 5.1（3）以降

が必要です。 
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• IP SLA 追跡リスト - 追跡する IP アドレス、IP SLA モニタリング ポリシー（プローブの頻度とタイプ）、

および範囲（ブリッジ ドメインまたは L3Out）を定義します。IP SLA トラック リストは一つ以上のト

ラック メンバーを集約し、ルートが使用可能か使用不可能か認識させるために必要なトラック メンバ

ーの up/down の割合またはウェイトを定義します。追跡リストに基づいて、利用可能なルートはルー

ティング テーブルに残り、利用できないルートは追跡リストが回復するまで削除されます。 

このポリシーは、テナント ポリシー テンプレートを使用して構成および展開され、L3Out テンプレー

トで構成された L3Out によって使用されます。さらに、IP SLA 追跡リストは、モニタリング ポリシー

と同じテナント ポリシー テンプレートで構成して、それによって使用することができます。 

L3Out テンプレート 
L3Out テンプレートで定義された L3Out を使用すると、ルーティング プロトコルまたは静的 ルートを介し

て、ACI ファブリック内のエンドポイントから外部ネットワーク ドメインへの接続を有効にするために必要

なすべての構成を定義できます。NDO の L3Out オブジェクトには、以下に必要な設定が含まれています。 

• ルーティング プロトコルまたは静的ルートを介した外部ルートの学習。 

• 学習した外部ルートを他のリーフ スイッチに配布します。 

• 外部ネットワークへの ACI 内部ルート（BD サブネット）のアドバタイズ。 

• 学習した外部ルートを他の L3Out にアドバタイズします（トランジット ルーティング）。 

「L3Out テンプレートの作成」で後述するように、L3Out テンプレートを作成し、L3Out 固有のオブジェク

トとプロパティを構成すると、次のことが行われます。 

1. L3Out に対して、VRF、L3 ドメイン、ルーティング プロトコル（BGP および/または OSPF）などの多く

の共通プロパティを定義します。 

2. 1 つ以上の境界リーフ スイッチ（ノード）を指定し、オプションで各ノードをノード グループ ポリシ

ーに関連付けます。 

3. これらの境界リーフ スイッチに 1 つ以上のインターフェイスを指定し、オプションで各インターフェ

イスを上記のインターフェイス グループ ポリシーに関連付けます。 

4. L3Out テンプレートを作成し、1 つ以上の L3Out（そしてアプリケーション テンプレート内で定義され

ている、それらに関連付けられている外部 EPG）を展開したら、通常どおり、アプリケーション テン

プレートのコントラクトを使用して、ACI EPG と外部ネットワーク間のトラフィックを制御できます。 

Cisco Nexus Dashboard Orchestrator (NDO) リリース 4.4(1) 以前は、リモート リーフファブリックアップリンク

ポートは、サブインターフェイス VLAN 4 を使用したメイン ACI ポッドへのコントロールおよびデータプレ

ーン（VXLAN）接続に制限され、同じアップリンクポートで追加のサブインターフェイスは許可されません

でした。L3Out がファブリック IPN リンクと同じデバイスに接続されているリモート リーフ スイッチの場

合、IPN からの 2 つの個別のアップリンクが接続をプロビジョニングする必要があり、ファブリックと 
L3Out 接続に異なるインターフェイスが必要でした。 

ACI リリース 6.1(1) を搭載したリモート リーフ スイッチ上の Cisco Nexus Dashboard Orchestrator リリース 
4.4(1) 以降では、オーケストレータはサブインターフェイス VLAN 4 上のファブリック制御とデータ プレー

ン接続の両方に単一のアップリンクを利用できるようになり、テナント L3Out (VRF-Lite) および SR-MPLS イ
ンフラストラクチャ L3Out 用の追加サブインターフェイスの設定も許可されるようになりました。 

テナントと SR- MPLS L3Outs は、サブインターフェイス VLAN 4 を使用できないことに注意することが重要で

す。これは、リモート リーフ  ファブリックインターフェイス用に予約済みになっているためです。リモー

ト リーフからの L3Out の詳細については、「リモート リーフ スイッチを含むファブリックの設定」を参照

してください。 

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/nexus-dashboard-orchestrator-aci-external-connectivity-l3out-441.html#_creating_tenant_policy_template
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注意事項と制約事項 
L3Out テンプレートを使用して IP ベース L3Out および SR-MPLS VRF L3Out を構成する場合は、次のガイドラ

インが適用されます。 

• Cisco Nexus Dashboard Orchestrator リリース 4.4(x) 以降では、ACI ファブリックとの VXLAN 接続に使用す

る L3Out 設定にリモート リーフ上の単一アップリンクを利用し、ローカル L3Out を使用して外部ネッ

トワーク ドメインへの接続を提供できるようになりました。そのためには、同じファブリック ポート

上にルーティングされたサブインターフェイスを作成し、VLAN-ID をリモート リーフ上の L3Out 設定

の必須パラメータにする必要があります 
以前 ACI ファブリックとの VXLAN 接続に使用したのと同じファブリック ポートを使用して、ローカル 
L3Out を使用して外部ネットワーク ドメインへの接続を提供できます。リモート リーフ スイッチとそ

の構成の詳細については、「リモート リーフ スイッチを含むファブリックの構成」を参照してくださ

い。 

• アプリケーション テンプレートと同様に、L3Out テンプレートにはテナントとの 1 対 1 の関連付けが

ありますが、アプリケーション テンプレートとは異なり、L3Out テンプレートは単一のファブリック

にのみ関連付ける必要があります。 

• アプリケーション テンプレートの従来の L3Out コンテナ オブジェクトは、下位互換性のために引き続

き機能します。 

ただし、特定の L3Out および SR-MPLS VRF L3Out 設定を定義する場合は、L3Out 固有のテンプレート タ
イプを使用する必要があることに注意してください。そのため、すべての新しい L3Out および SR-MPLS 
VRF L3Out 構成に L3Out 固有のテンプレートを使用することをお勧めします。 

• 従来の SR-MPLS VRF L3Out を含むオブジェクトは、アプリケーション テンプレートから削除されまし

た。  

すべての SR-MPLS VRF L3Out 構成は、L3Out 固有のテンプレートを使用して行う必要があります。 

• BFD マルチホップ構成を構成する場合は、ファブリックで Cisco APIC リリース 5.0（1）以降が実行され

ている必要があります。 

• HTTP タイプの IP SLA モニタリング ポリシーを構成する場合、ファブリックは Cisco APIC リリース 5.1
（3）以降を実行している必要があります。 

• L3Out を展開解除する場合は、次の一連のタスクに従います。 

1. L3Out テンプレートに関連付けられているすべての外部 EPG を削除し、テンプレートを展開します。 

2. L3Out を削除し、テンプレートを展開します。 
アプリケーション テンプレートの詳細については、「ACI ファブリックのスキーマとアプリケーショ

ン テンプレート」を参照してください。 

• テナント範囲のラベルを持つブリッジ ドメインの場合、DHCP リレー ポリシーをブリッジ ドメインに

関連付けるときに、DHCP ラベルを正しくインポートするには、次の手順を次の順序で実行する必要が

あります。 

1. DHCP リレーと DHCP オプション ポリシーをテナント ポリシー テンプレートにインポートします。 

2. アプリケーション テンプレートの EPG をインポートします。 
EPG が同じブリッジ ドメインを使用している場合、このプロセスを使用して EPG をインポートすると、

ブリッジ ドメインと DHCP ラベルとの関係もインポートされます。 

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/nexus-dashboard-orchestrator-aci-schemas-and-application-templates-441.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/nexus-dashboard-orchestrator-aci-schemas-and-application-templates-441.html
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新規の導入 

テナント ポリシー テンプレートを作成 
はじめる前に： 

• Cisco Nexus Dashboard Orchestrator サービスをインストールして有効にする必要があります。 

• Cisco Nexus Dashboard にファブリックを導入準備し、オーケストレータ サービスで管理できるように

する必要があります。 

• 「L3Out テンプレートの概要」で説明されているテンプレートとポリシー オブジェクトの依存関係を

読んで理解していることを確認してください。 

 
ファブリックの APIC から既存の L3Out 構成をインポートする場合は、代わりに、この

章の次のセクションにある「既存の L3Out 構成のインポート」手順に従います。 

 
このセクションでは、テナント ポリシー テンプレートを作成し、L3Out 固有のポリシーを定義する方法に

ついて説明します。このポリシーは、このドキュメントで後述するように、L3Out テンプレートで使用しま

す。各ポリシーの詳細と、他のテンプレートのポリシーや設定との関係については、「L3Out テンプレート

の概要」を参照してください。 

1. Cisco Nexus Dashboard Orchestrator の GUI にログインします。 

2. 左のナビゲーション ウィンドウで、[管理（Manage）] > [テナント テンプレート（Tenant Templates）] 
を選択します。 

3. [テナント プロファイル（Tenant Policies）] タブを選択します。 

4. メインペインで、[テナント ポリシー テンプレートの作成（Create Tenant Policy Template）] をクリッ

クします。 
代わりに、既存のテナント ポリシー テンプレートを更新する場合は、その名前をクリックするだけで

す。これにより、[テナント ポリシー（Tenant Policies）] ページが開きます。 

5. 新しいテンプレートを作成する場合、テンプレートの [名前（Name）] を指定し、このテンプレートを

関連付ける [テナントを選択（Select a Tenant）] します。 

6. テンプレートを 1 つ以上のファブリックと関連付けます。 

o [テナント ポリシー（Tenant Policies）] テンプレート ビューで、[アクション（Actions）] > [ファブ

リックの追加/削除（Add/Remove Fabrics）] を選択します。 

 

o [ファブリックを <template-name> に関連付け （Associate Fabrics to <template-name> ] ダイアログ

で、テンプレートを展開するサイトを選択します。 

7. ルート制御のルート マップ ポリシーを作成。 
作成した L3Out に BD を関連付けることはできますが（たとえば、BD のサブネットをアドバタイズす

るするため）、むしろ L3Out の [アウトバウンド ルート マップ（Outbound Route Map）] を作成するこ

と を お 勧 め し ま す 。 こ れ は 、 BD  
のサブネットと、他の L3Out から受信したトランジット ルートの両方に使用できるためです。 

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/ndo-aci-external-connectivity-l3o./external-connectivity-l3o./multi-fabric-l3out-template-overview.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/ndo-aci-external-connectivity-l3o./external-connectivity-l3o./multi-fabric-l3out-template-overview.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/ndo-aci-external-connectivity-l3o./external-connectivity-l3o./multi-fabric-l3out-template-overview.html
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 
アウトバウンド ルートマップを L3Out に関連付けると、BD を L3Out に関連付けるこ

とによって BD のサブネットをアドバタイズするすることはできなくなります。 

 
a. [+オブジェクトの作成（+Create Object）] ドロップダウンから、[ルート コントロールのルート マ

ップ ポリシー（Route Control Policy for Multicast）] を選択します。 

b. 右のプロパティのサイドバーでは、ポリシーの [名前（Name）] を指定します。 

c. (オプション) [説明を追加（Add Description）] をクリックして、このポリシーの説明を入力します。 

d. [+エントリを追加（+Add Entry）] をクリックして、ルート マップ情報を入力します。 
ルート マップごとに、1 つ以上のコンテキスト エントリを作成する必要があります。次の情報に

よると各コンテキストは、1 つ以上の一致基準に基づいてアクションを定義するルールです： 

 [コンテキストの順序（Context Order）]：コンテキストの順序は、コンテキストが評価される

順序を決定するために使用されます。値は 0 ～ 9 の範囲内である必要があります。 

 [コンテキスト アクション（Context Action）]：コンテキスト アクションは、一致が検出され

た場合に実行するアクション（[許可（permit）] または [拒否（deny）]）を定義します。複数

のコンテキストに同じ値が使用されている場合、それらは定義された順序で 1 つ評価されま

す。 

コンテキストの順序とアクションを定義したら、コンテキストを一致させる方法を選択しま

す。 

 [+ 属性の作成 (+Create Attibute)] をクリックして、コンテキストが一致する必要があるアクシ

ョンを指定します。次のアクションのうちの 1 つを選択できます。 

 コミュニティの設定 

 ルートタグを設定します 

 ダンプニングを設定します 

 重量の設定 

 ネクストホップの設定 

 プリファレンスの設定 

 メトリックの設定 

 メトリックタイプの設定 

 AS パスの設定 

 付加的なコミュニティの設定 
属性を構成したら、[保存（Save）]をクリックします。 

 定義したアクションを IP アドレスまたはプレフィックスに関連付ける場合は、[IP アドレスの

追加（Add IP Address）] をクリックします。 
[プレフィックス（prefix）] フィールドに、IP アドレス プレフィックスを入力します。IPv4 と 
IPv6 の両方のプレフィックスがサポートされています  。たとえば  2003:1:1a5:1a5::/64 or 
205.205.0.0/16 です。 
特定の範囲の IP を集約する場合は、[集約（aggregate）] チェックボックスをオンにして、範

囲を指定します。たとえば、0.0.0.0/0 プレフィックスを指定して任意の IP に一致させるか、

10.0.0.0/8 プレフィックスを指定して任意の 10.xxx アドレスに一致させることができます。 

 定義したアクションをコミュニティ リストに関連付ける場合は、[コミュニティの追加（Add 
Community）] をクリックします。 
[コミュニティ（Community）] フィールドに、コミュニティ文字列を入力します。たとえば、 
regular:as2-as2-nn2:200:300 などです。 
次に、[範囲（Scope）]を選択します：推移性は、コミュニティが eBGP ピアリング全体 （自

律システム（AS）全体） に伝播することを意味し、非推移性は、コミュニティが伝播しない
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ことを意味します。 

 

L3Out からアナウンスする必要があるプレフィックスを定義するため、特

定のプレフィックスと一致する IP アドレスまたはコミュニティ文字列を

指定する必要があります（Set 属性を指定しない場合でも）。これは、BD 
のサブネットまたは他の L3Out から学習した中継ルートのいずれかです。 

 
e. 前のサブステップを繰り返して、同じポリシーの追加のルート マップ エントリを作成します。 

f. [保存（Save）] をクリックしてポリシーを保存し、テンプレート ページに戻ります。 

g. この手順を繰り返して、ルート コントロール ポリシーの追加のルート マップを作成します。 

8. L3Out ノード ルーティング ポリシーを作成します。 

a. メイン ペインで、 [オブジェクトの作成（Create Object）] > [L3Out ノード ルーティング ポリシー

（L3Out Node Routing Policy）] を選択します。 

 
b. [BFD マルチホップ設定（BFD MultiHop Settings）]：1 つ以上のホップのある接続先の転送の失敗を

検出します。 

この場合、単一ホップで作られるインターフェイスの代わりにマルチホップ セッションが送信元

と接続先の間に作られます。 

 BFD マルチホップ構成には、Cisco APIC リリース 5.0(1) 以降が必要です。 

c. [BGP ノード設定（BGP Node Settings）]：BGP ピアの間の BGP 隣接関係に BGP プロトコル タイマ

ーとセッション設定を構成することができます。 

d. [BGP ベストパス コントロール（BGP Best Path Control）]：様々な BGP ASN から受けとった複数の

パスの間のロードバランシングを有効化する as-path multipath-relax を有効にします。 

9. L3Out インターフェイス ルーティング ポリシーを作成します。 

a. メインペインで、[オブジェクトの作成（Create Object）] > [L3Out インターフェイス ルーティング 
ポリシー（L3Out Interface Routing Policy）] を選択します。 

b. ポリシーの [名前（Name）] を指定し、[BFD 設定（BFD Settings）]、[BFD マルチホップ設定（BFD 
Multi-Hop Settings）]、および [OSPF インターフェイス設定（OSPF Interface Settings）] を定義しま

す。 
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 [BFD 設定（BFD Settings）]：直接接続されているインターフェイス上のデバイス間で確立される 
BFD セッションの BFD パラメータを指定します。 
複数のプロトコルがルータ間ので有効にされている場合、各プロトコルにリンク失敗の検出機能

が備わっています。それぞれ、違うタイムアウトがある可能性があります。BFD は、一貫性のあ

る予測できる統合時間を出すために全てのプロトコルに対して均一なタイムアウトを出します。 

 [BFD マルチホップ設定（BFD MultiHop Settings）]：直接接続されていないインターフェイス上の

デバイス間で確立される BFD セッションの BFD パラメータを指定します。  
上記の「テナント ポリシー テンプレート：ノード ルーティング グループ ポリシー」セクション

で説明したように、これらの設定をノード レベルで構成できます。インターフェイスがその設定

を継承した場合、インターフェイス ルーティング グループ ポリシーの単独インターフェイスの 
node-level 設定を上書きできます。 

 BFD マルチホップ設定には、Cisco APIC リリース 5.0（1） 以降が必要です。 

 [OSPF インターフェイス設定（OSPF Interface Settings）]：OSPF ネットワーク タイプ、優先度、コ

スト、間隔、制御などのインターフェイス レベルの設定を構成できます。 

 
このポリシーは、OSPF を使用して L3Out を展開するときに作成する必要があり

ます。 

10. [保存（Save）] をクリックして、テンプレートの変更を保存します。 

11. テンプレートをファブリックに展開します。 
この段階で、作成したグループ ポリシーをファブリックに展開し、APIC でチェックポイントとして検

証してから、追加の構成に進むことができます。 

a. [テナント ポリシー（Tenant Policies）] テンプレート表示で、[展開（Deploy）] をクリックします。 

b. [ファブリックへの展開] ダイアログで、展開するポリシーを確認し、[展開] をクリックします。 
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c. （オプション）ポリシーが正常に展開されいることを確認します。 
ファブリックの APIC に移動し、 [テナント（Tenants） > <tenant-name> ] >  > [ポリシー（Policies）] 
> [プロトコル（Protocol）] を選択し、[BFD]、[BGP]、および  [OSPF] ポリシーをチェックすること

で、テンプレートがサイトに正しく展開されたことを確認できます。 
各ポリシーは APIC GUI で個別のオブジェクトとして表示されますが、NDO は、ノードおよびイン

ターフェイス レベルでポリシーを単一のテンプレートにまとめることにより、構成ワークフロー

を簡素化できることに注意してください。 

12. BGP ピア プレフィックス ポリシーを作成します。 

a. メインペインで、 [オブジェクトの作成（Create Object）] > [BGP ピア プレフィックス ポリシー

（BGP Peer Prefix Policy）] を選択します。 

b. ポリシーの [名前（Name）] を指定し、[プレフィックスの最大数（Max Number of Prefixes）] と、

その数を超えた場合に実行する [アクション（Action）] を定義します。 
次の動作が設定可能です。 

 ログ 

 却下 

 再起動 

 シャットダウン 

13. IP SLA モニタリング ポリシーを作成します。 

a. メインペインで、 [オブジェクトの作成（Create Object）] > [IP SLA モニタリング ポリシー（IP SLA 
Monitoring Policy）] を選択します。 

b. ポリシーの名前を指定し、その設定を定義します。 

 
[SLA タイプ（SLA Type）] に HTTP を選択した場合、ファブリックは Cisco APIC リ
リース 5.1(3) 以降を実行している必要があります。 

14. IP SLA トラック リストを作成します。 

a. メインペインで、[オブジェクトを作成（Create Object）] > [IP SLA トラック リスト（IP SLA Track 
List）] を選択します。 

b. ポリシーの名前を入力します。 

c. Type を選択します。 
利用可能または利用不可能なルートの定義は、[しきい値パーセンテージ（Threshold Percentage）] 
または [しきい値重み（Threshold Weight）] に基づいて行うことができます。 

d. [+ トラック リストをトラック メンバー関係に追加] をクリックして、1 つ以上のトラック メンバ

ーをこのトラック リストに追加します。 

 

トラック メンバーに関連付けるブリッジ ドメインまたは L3Out を選択する必要

があります。ブリッジ ドメイン （BD） または L3Out をまだ作成していない場

合は、トラック メンバーの追加をスキップし、1 つを割り当てずにポリシーを

保存し、BD または L3Out を作成した後に戻ることができます。 

[トラック メンバー関係にトラック リストを追加（Add Track List to Track Member Relation）] ダイ

アログで、宛先 IP、範囲タイプを指定し、IP SLA モニタリング ポリシーを選択します。 
追跡リストの範囲は、ブリッジ ドメインまたは L3Out のいずれかです。IP SLA モニタリング ポリ

シーは、前の手順で作成したものです。 

15. [保存（Save）] をクリックして、テンプレートの変更を保存します。 

16. テンプレートをファブリックに展開します。 
この段階で、定義済みのポリシーをファブリックに展開することで、別のチェックポイントを作成で

きます。 
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a. [テナント ポリシー（Tenant Policies）] テンプレート表示で、[展開（Deploy）] をクリックします。 

b. [ファブリックへの展開] ダイアログで、展開するポリシーを確認し、[展開] をクリックします。 

c. （オプション）ポリシーが正常に展開されいることを確認します。 
ファブリックの APIC に移動し、 [テナント（Tenants） > <tenant-name> ] > [ポリシー（Policies）] > 
[プロトコル（Protocol）] を選択し、[IP SLA] ポリシーをチェックすることで、テンプレートがサ

イトに正しく展開されたことを確認できます。 

L3Out テンプレートを作成 
はじめる前に： 

• 「テナント ポリシー テンプレートの作成」の説明に従って、テンプレート ポリシー テンプレートを

作成し、展開シナリオに固有のポリシーを定義しておく必要があります。 

• 通常どおり、アプリケーション テンプレートの 1 つで L3Out に使用する VRF を作成します。 

このセクションでは、L3Out テンプレートを作成し、IP ベース L3Out ポリシーを定義する方法について説明

します。このポリシーは、アプリケーション テンプレートの VRF および EPG で使用して、完全な L3Out 構
成をファブリックに展開します。各ポリシーの詳細と、他のテンプレートのポリシーや設定との関係につ

いては、「L3Out テンプレート」を参照してください。 

SR-MPLS VRF L3Out を作成する場合は、「SR-MPLS の L3Out ハンドオフ」を参照してください。 

1. 左のナビゲーション ウィンドウで、[管理（Manage）] > [テナント テンプレート（Tenant Templates）] 
> [L3Out] を選択します。 

2. メインペインで、[L3Out テンプレートの作成（Create L3Out Template）] をクリックします。 
代わりに、既存の L3Out テンプレートを更新する場合は、その名前をクリックするだけです。[L3Out 
テンプレート（L3Out Template）] ページが開きます。 

3. 新しいテンプレートを作成する場合は、テンプレートを関連付ける[テナント（Tenant）] と [ファブリ

ック（Fabric）] を選択し、[保存してテンプレートに移動（Save and go to template）] をクリックしま

す。 
各 L3Out テンプレートは、 他の NDO テンプレートに類似する特定のテナントに関連します。しかし、

L3Out 構成は、通常ファブリック固有としてシングル ファブリックにのみにも割り当てられます。 
複数のファブリックのために L3Out 構成 を定義したい場合、各ファブリックに一つ以上の L3Out テン

プレートを作成する必要があります。しかし、同じ L3Out テンプレート内に全てを定義することで複

数の L3Out ファブリック/テナントごとに展開することができます。  複数のテナントに割り当てられて

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/nexus-dashboard-orchestrator-aci-external-connectivity-l3out-441.html#_creating_tenant_policy_template
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/ndo-aci-external-connectivity-l3o./external-connectivity-l3o./multi-fabric-l3out-template-overview.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/nexus-dashboard-orchestrator-aci-external-connectivity-l3out-441.html#_creating_tenant_policy_template
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いる場合、ファブリックごとに複数の L3Out テンプレートがある可能性があります。 

4. テンプレートの [名前（Name）] を入力します。 

5. IP ベース L3Out を作成し、その一般的な構成を提供します。 

 

a. メイン ペインで、[オブジェクトを作成（Create Object）] > [L3Out] を選択します。必要に応じて、

L3Out の名前を選択して更新します。 

 
ファブリック全体のすべての L3Out には、同じテナントに属しているか、同じ

外部情報技術への接続を許可している場合でも、一意の名前を指定することを

お勧めします。 

b. [VRF の選択（Select VRF）] をクリックし、この L3Out に関連付ける VRF を選択します。 

 

この時点でテンプレートを保存して展開すると、動作は NDO リリース 4.0(x) 以
前で利用可能だったものと同じになることに注意してください。 
次の手順では、NDO から直接完全な L3Out 構成を可能にするために、リリース 
4.1（1）以降で使用可能な追加設定について説明します。 

c. [L3 ドメインの選択（Select L3 Domain>）] をクリックし、この L3Out に関連付ける L3 ドメインを

選択します。 

L3 ドメインは、APIC で直接作成することも、NDO の [ファブリック管理（Fabric Management）] > 
[ファブリック ポリシー（Fabric Policies）] ページを使用して作成することもできます。[ファブリ

ック管理テンプレート（Fabric Management Templates）] の章で説明されています。 

d. この L3Out で使用される [ルーティング プロトコル（Routing Protocols）] を選択します。 
BGP または OSPF、またはその両方を選択できます。または、この L3Out で静的ルーティングを使

用する予定がある場合は、両方のプロトコルを無効のままにすることができます。 
OSPF を有効にする場合は、OSPF エリア ID と OSPF エリア タイプも指定する必要があります。 
OSPF と BGP の両方の場合： 

 ファブリックの BD サブネットまたは他の L3Out （トランジット ルーティング）から学習した

プレフィックスを外部にアドバタイズする [アウトバウンド ルート マップ（Outbound Route 
Map）] を提供します。 
これは、前のセクションで作成した、[ルート制御（Route Control）] の [ルート マップ ポリシ

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/nexus-dashboard-orchestrator-aci-schemas-and-application-templates-441.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/nexus-dashboard-orchestrator-aci-schemas-and-application-templates-441.html
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ー（Route Map Policy）] です。作成した L3Out に BD を関連付けることはできますが（たとえ

ば、BD のサブネットをアドバタイズするするため）、むしろ L3Out の [アウトバウンド ルー

トマップ（Outbound Route Map）] を作成することをお勧めします。これは、BD のサブネッ

トと、他の L3Out から受信したトランジット ルートの両方に使用できるためです。 

 

アウトバウンド ルートマップを L3Out に関連付けると、BD を L3Out に関

連付けることによって BD のサブネットをアドバタイズするすることはで

きなくなります。 
ここでアウトバウンド ルート マップを指定する場合は、外部ネットワー

ク ドメインに対してアドバタイズされる必要があるすべてのプレフィッ

クスを含む必要があります。BD から L3Out への関連付けで構成された BD 
サブネットと、エクスポート ルート制御で構成された外部 EPG サブネッ

トは、このルートマップ構成が展開されている場合は機能しません。 

 （オプション）[インポート ルート制御（Import Route Control）] を有効にします。ファブリ

ック内で再配布される外部プレフィックスを制御します。 

6. L3Out に 1 つ以上のボーダー リーフ スイッチ (ノード) を追加するために、[+ノードの作成（+Create 
Node）] をクリックします。 

 

a. [ノードの追加（Add Node）] ダイアログで、[ノード ID（Node ID）] を選択します。 
使用可能なオプションのリストから通常またはリモート リーフを選択できます。 

b.  [ルータ ID (Router ID)] を入力します。 

c. （オプション）[ノード グループ ポリシー（Node Group Policy）] を選択します。 
[ノード グループ ポリシー（Node Group Policy）]を構成してノードに適用することにより、すべ

てのノードに一貫した構成を展開できます。 

d. ルーター ID をループバックとして使用するかどうかを選択します。 

e. 1 つ以上の静的ルートを定義する場合は、[+静的ルートの追加（+Add Static Routes）] をクリック

します。 
すべてのスタティック ルートについて、ab.cd.ef.gh/xy のフォーマットを使用してネットワーク マ
スクを含む IP アドレスの [プレフィックス（Prefix）] を定義し、[Null0 へのスタティック ルート

を作成（Create a static route to Null0）] するかどうかを選択し、[ネクスト ホップ（Next Hop）] IP 
アドレスを定義する必要があります。ネクスト ホップ IP を提供する場合、で作成した [アドミニ

ストレーティブ ディスタンス（Administrative Distance）] と [モニタリング ポリシー（Monitoring 
Policy）] を選択することもできます。これは、「テナント ポリシーテンプレートの作成」で作成

されます。 

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/nexus-dashboard-orchestrator-aci-external-connectivity-l3out-441.html#_creating_tenant_policy_template
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ここで、「テナント ポリシー テンプレートの作成」に定義した [追跡ポリシー（Track Policy）] を
選択することもできます。 

7. L3Out に  1 つ以上のインターフェイスを追加するには、 [+インターフェイスの作成（+Create 
Interface）]をクリックします。 

a. 追加するインターフェイスのタイプを選択できます。 
このリリースでは、APIC と同じインターフェイス タイプがサポートされています。 

 ルーテッド インターフェイス 

 ルーテッド サブインターフェース 

 SVI 

 フローティング SVI 

 

b. APIC でインターフェイスを直接設定するときに通常使用するものと同じ設定パラメータを使用で

きます。次に例を示します。 

i. ルーティングされたインターフェイスの場合は、インターフェイス ポートまたはダイレクト 
ポート チャネルを選択します。SVI では、仮想ポート チャネルを選択するための追加オプシ

ョンが提供されます。フローティング SVI ではインターフェースを選択できません。 

ii. リーフの ノード ID を選択します。 

iii. ドロップダウン メニューで使用可能なファブリック ポートまたはアクセス ポートのリストか

らインターフェイスを選択します。 

 

ファブリック ポート上の単一のアップリンクを使用してリモート リーフ

上に L3Out テンプレートを作成する場合は、[インターフェイス] ドロップ

ダウン メニューから同じファブリック ポートを選択して、ルーテッド サ
ブインターフェイスを作成する必要があります。 
これにより、Encap タイプが VLAN に必須となり、Encap 値フィールドに 
VLAN ID を指定する必要があります。リモート リーフ スイッチと APIC での

その設定の詳細については、『Cisco APIC レイヤ 3 ネットワーク構成ガイ

ド』を参照してください。 

iv. [Encap 値（Encap Value）]または [VLAN ID] を入力します。 

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/nexus-dashboard-orchestrator-aci-external-connectivity-l3out-441.html#_creating_tenant_policy_template
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/aci/apic/6x/l3-configuration/cisco-apic-layer-3-networking-configuration-guide-60x/remote-leaf-switches-layer3-config-60x.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/aci/apic/6x/l3-configuration/cisco-apic-layer-3-networking-configuration-guide-60x/remote-leaf-switches-layer3-config-60x.html
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v. （オプション） [PTP の状態（PTP State）] が [無効（Disabled）]に設定されている場合は、 [有
効（Enabled）] をクリックして PTP の構成と入力します。 

A. PTP モードを選択します: Multicast Dynamic、Multicast Master、Unicast Master。 

B. PTP 送信元アドレス を入力します。 

C. 新しいプロファイルを追加するには「PTP ユーザー プロファイル」を選択するか、すでに

作成されている PTP ユーザー プロファイルを選択し、プロファイル名をクリックして PTP 
ポリシーを確認します。 
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vi. [OK] をクリックして、インターフェイスを保存します。 

c. （オプション）この L3Out 構成を展開する追加のインターフェイスについて、この手順を繰り返

します。 

 

前の 2 つの手順で説明したように、各ノードとインターフェイスを個別に構成

できますが、1 つ以上のノードまたはインターフェイス グループ ポリシーを定

義し、複数のノードまたはインターフェイスにグループ ポリシーを適用して、

それら全体で一貫した構成を行うこともできます。 

8. （オプション）1 つ以上の インターフェイス グループ ポリシーを追加するには、 [+ ノード/インター

フェイス グループ ポリシーの作成（+Create Node/Interface Group Policy）]をクリックします。 

a. [ノード（Node）] または [インターフェイス（Interface ）] グループ ポリシーのどちらを定義して

いるかを選択し、名前を入力します。 

b. [ノード ルーティング ポリシー（Node Routing Policy）] または [インターフェイス ルーティング 
ポリシー（）] をそれぞれ選択します。 

 
L3Out で OSPF を使用する場合、インターフェイス グループ ポリシーは必須で

す。 
これらは、テナント ポリシー テンプレートの作成で作成したポリシーです。 

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/nexus-dashboard-orchestrator-aci-external-connectivity-l3out-441.html#_creating_tenant_policy_template
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c. 展開に必要な追加のノードまたはインターフェイス構成設定を提供します。 

 
このグループ ポリシーを適用するすべてのノードまたはインターフェイスは、

グループ ポリシーで定義されているものとまったく同じ構成になります。 

d. [OK] をクリックして、グループ ポリシーを保存します。 

e. この L3Out の追加のノードまたはインターフェイス グループ ポリシーについて、この手順を繰り

返します。 

9. （オプション）ノードまたはインターフェース グループ ポリシーを 1 つ以上のノード/インターフェ

ースに適用します。 

a. この L3Out 用に構成したノードまたはインターフェースの 1 つをクリックします。 

b. [ノード/インターフェイス グループ ポリシー（Node/Interface Group Policy）] ドロップダウンか

ら、前の手順で定義したグループ ポリシーを選択します。 
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c. グループ ポリシーによって定義された一貫性のある設定を適用するすべてのノードとインターフ

ェイスに対して、この手順を繰り返します。 

10. [保存（Save）] をクリックして、テンプレートの変更を保存します。 

11. テンプレートをファブリックに展開します。 

a. [L3Out テンプレート（L3Out Template）] ページで、[展開（Deploy）] をクリックします。 

b. [ファブリックへの展開] ダイアログで、展開するポリシーを確認し、[展開] をクリックします。 

c. （オプション）ポリシーが正常に展開されいることを確認します。 
ファブリックの APIC に移動し、[テナント（Tenants）] > [<tenant-name>] > [ネットワーク化

（Networking）] > [L3Out] を選択し、NDO で指定した L3Out 名を確認することで、テンプレートが

ファブリックに正しく展開されたことを確認できます。 
すべての L3Out 構成が、NDO の同じテンプレートで定義される一方で、APIC では、個別の独立し

たポリシーが作成されることに注意してください。たとえば、APIC では、ノード、インターフェ

イス、さらには IP アドレス タイプに対して個別のポリシーが作成されます（単一の L3Out インタ

ーフェイスに IPv4 および IPv6 IP アドレスを提供すると、2 つの個別のインターフェイス プロファ

イルが作成されます）。 
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既存の L3Out 構成のインポート 

L3Out 構成のインポートの概要 
リリース 4.1(2) 以降、Nexus Dashboard Orchestrator（NDO）は、APIC ファブリックからの既存の L3Out 構成

のインポートをサポートしています。次のセクションでは、L3Out を関連するポリシーとともにインポート

するために必要な注意事項と特定の手順に焦点を当てます。 

 
新しい IP ベースの L3Out 構成（グリーンフィールド展開）を構成して展開する場合

は、この章の前のセクションを参照してください。 
SR-MPLS VRF L3Out を構成またはインポートする場合は、「マルチファブリックと SR-
MPLS L3Out ハンドオフ」を参照してください。 

このリリースでは、以下のポリシーのインポートをサポートします。 

• [ルート マップ（Route Maps）]：ルートのインポートおよびエクスポート ポリシーを定義するために、

L3Out テンプレートの [アウトバウンド ルート マップ（Outbound Route Map）] および [インバウンド ル
ート マップ（Inbound Route Map）] フィールドで参照できます。 

• [L3Out ノード ポリシー（L3Out Node Policies）]： 
o L3Out 用に構成されたノードは、ノード グループに関連付けることができ、ノード グループはノー

ド ルーティング ポリシーを参照できます。 

o ノード グループは、ノードの BGP ピアを構成するときに、BGP ピア プレフィックス ポリシーを参

照することもできます。 

• L3Out インターフェイス ポリシー： 
o L3Out 用に構成されたインターフェイスは、インターフェイス ルーティング ポリシーと BGP ピア 
プレフィックス ポリシーを参照できるインターフェイス グループに関連付けることができます。 

o インターフェイス グループは、インターフェイスの BGP ピアを構成するときに、BGP ピア プレフ

ィックス ポリシーを参照することもできます。 

• [BGP ピア プレフィックス（BGP Peer Prefix）]：グループ内のすべてのノードの BGP ピア構成のノード

およびインターフェイス グループによって参照できます。 

• [IP SLA モニタリング ポリシーと IP SLA トラック リスト（IPSLA Monitoring policies and IPSLA Track 
lists）]：ノードに定義されたスタティック ルートから参照できます。 

• [カスタム QoS ポリシー（Custom QoS policy）]：インターフェイス グループ構成で参照できます。 

ファブリックの MO から NDO オブジェクトおよびグループへのマッピング 

ファブリックで作成された管理対象オブジェクト（MO）と、Orchestrator で表示および管理されるポリシ

ー オブジェクトとの間に 1:1 のマッピングがない場合があることに注意してください。このような場合、

APIC から L3Out をインポートすると、NDO は複数の個別の MO を含む可能性がある NDO 固有の論理グルー

プを作成します。たとえば、次の APIC ポリシーはインポート時にグループ化されます。 

• 次の MO は、NDO の L3Out インターフェイス ルーティング ポリシーにグループ化されます。  
o OSPF インターフェイスポリシー  

o BFD ポリシー 

o BFD マルチホップ インターフェイス ポリシー 

• 次の MO は、NDO の L3Out ノード ルーティング ポリシーにグループ化されます。  
o BGP タイマー ポリシー  

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/nexus-dashboard-orchestrator-aci-multi-fabric-and-sr-mpls-l3out-handoff-441.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/nexus-dashboard-orchestrator-aci-multi-fabric-and-sr-mpls-l3out-handoff-441.html
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o BGP ベスト パス ポリシー  

o BFD マルチホップ ノード ポリシー 

 
L3Out 構成をインポートし、後でこれらのポリシーの 1 つを APIC で直接変更する場合

は、NDO でそれらを含むテナント ポリシー テンプレートでポリシーを再インポートす

る必要があります。 

次の図は、上記の 3 つのポリシーをグループ化した NDO の L3Out ノード ルーティング ポリシー オブジェク

トを示しています。 

依存関係の自動インポート 

テナント ポリシー テンプレートには、テンプレート内にローカル参照を持つオブジェクトとポリシーが含

まれます。たとえば、IP SLA 追跡リストには追跡メンバーのリストを含めることができ、各追跡メンバーは 
IP SLA モニタリング ポリシーを参照する必要があります。このような場合、1 つ以上の IP SLA 追跡リスト ポ
リシーを含む既存の構成をファブリックからインポートすると、参照先の IP SLA モニタリング ポリシーも

自動的にインポートされます。インポート ワークフローには、次のような依存関係を持つオブジェクトを

選択すると、自動的にインポートされたポリシーに関する追加情報が表示されます。 

IP SLA ポリシーのインポート 

通常、IP SLA トラック メンバーにはブリッジ ドメイン（BD）または L3Out スコープがあります。IP SLA 追跡

リストをそのメンバーとともにインポートすると、NDO はそれらのメンバーに正しい BD または L3Out を自

動的に割り当てようとします。ただし、インポート時には、BD または L3Out オブジェクトがまだ NDO に存

在していない可能性があります。 

このような場合でも、スコープ オブジェクト参照が欠落している IP SLA トラック メンバーを NDO でインポ

ートできます。正しい参照を追跡するために、NDO は [範囲タイプ（Scope Type）] を [ローカル参照（Local 
Reference）] に設定し、参照される BD または L3Out の名前を IP SLA 追跡メンバー オブジェクトの [scopeDn] 
プロパティに保存します。 
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これにより、インポートされた IP SLA トラック メンバーを含むテンプレートを保存し、それをファブリッ

クに再展開して、ポリシーの範囲の参照を正しくプログラムするために scopeDn 値を使用することができ

ます。 

L3Out 構成全体をインポートするには、関連するテナント ポリシーをインポートした後に L3Out オブジェク

トをインポートする必要があります。したがって、最初に IP SLA トラック メンバーをインポートする場合

は、関連する L3Out もインポートした後に、スコープ タイプと参照を手動で更新する必要があります。

scopeDn および scopeType=Local Reference は内部値であり、構成インポート ワークフローによってのみ設定

できます。 

テナント「共通」のポリシーへの参照 

ファブリックからインポートする一部のポリシーには、テナント common のポリシーへの参照が含まれて

いる場合があります。このようなポリシーをインポートすると、オブジェクトがインポートされるテナン

ト ポリシー テンプレートにテナント common ポリシーのコピーが自動的に作成され、その結果、そのテナ

ント ポリシー テンプレートに関連付けられているテナントに次のように自動的に作成されます。 

• テナント [common] からの IP SLA モニタリング ポリシーを参照するトラック メンバーを含む IP SLA ト
ラック リストをインポートすると、テナント [common] の IP SLA モニタリング ポリシーのコピーがテ

ナント ポリシー テンプレート内に作成され、インポートされたトラック メンバーがこの新しく追加さ

れた IP SLA モニタリング ポリシーを参照します。 

• テナント `common` からの IP SLA 追跡リストを参照するスタティック ルートを持つノード設定を含む 
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L3Out をインポートすると、テナント common の IP SLA 追跡リストのコピーがテナント ポリシー テン

プレートに作成されます。 

サポートされていないシナリオ 

L3Out に現在 NDO でサポートされていない 1 つ以上の構成オプションが含まれている場合、その L3Out をイ

ンポートすることはできません。次の構成は現在 NDO でサポートされていないため、それらを含む L3Out 
をインポートできません。 

• IP ベースの L3Out の場合： 
o ファブリック WAN 向けレイヤ 3 EVPN サービス（GOLF） 

o Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP） 

o フォールバック ルート グループ 

• ノードプロファイルの場合： 
o ファブリック間のループバック アドレス 

• インターフェイスの場合： 
o DHCP リレー 

o SVI/FSVI 外部ブリッジ グループ プロファイル 

o VXLAN カプセル化 

• インターフェイス プロファイルの場合： 
o インターネット グループ管理プロトコル（IGMP） 

o ホットスタンバイ ルータ プロトコル（HSRP）インターフェイス 

o DHCP リレー 

o Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）  

o 入力/出力データプレーンポリシー 

o ネイバー検索（ND）ポリシー 

o PIM および PIMv6 インターフェイス ポリシー 

o NetFlow モニタ ポリシー 

これらの場合、インポート ワークフロー UI には、問題を説明するメッセージとともにオレンジ色の感嘆符

アイコンが表示されます。その L3Out をインポート用に選択することはできません。 

テナント ポリシー テンプレート オブジェクトのインポート 
始める前に： 

• 新しい L3Out 構成（グリーンフィールド展開）を設定して展開する場合は、代わりにこの章の前のセ

クションを参照してください。 

• Cisco Nexus Dashboard Orchestrator サービスをインストールして有効にする必要があります。 

• Cisco Nexus Dashboard にファブリックを導入準備し、オーケストレータ サービスで管理できるように

する必要があります。 

• 「L3Out 構成のインポートの概要」で説明されているテンプレートとポリシー オブジェクトの依存関

係を読んで理解していることを確認してください。 

• このセクションの説明に従ってテナントポリシーをインポートしてから、次のセクションの説明に従

ってインポートされた L3Out を再展開するまでの間に、NDO にインポートする予定のテナントポリシ

ーまたは L3Out に変更が加えられていないことを確認します。 

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/ndo-aci-external-connectivity-l3o./external-connectivity-l3o./multi-fabric-l3out-template-overview.html
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L3Out に関連付けられているすべてのポリシーがインポートされ、NDO によって管理されるように再

展開される前に、L3Out によって使用されるインポートされたポリシーが APIC で直接変更された場合、

NDO でドリフト通知は行われません。 

このセクションでは、Cisco APIC から NDO のテナント ポリシー テンプレートに既存の L3Out 構成ポリシー

をインポートする方法について説明します。各ポリシーの詳細と、他のテンプレートのポリシーや設定と

の関係については、「L3Out 構成のインポートの概要」を参照してください。 

1. Cisco Nexus Dashboard にログインし、オーケストレータ サービスを開きます。 

2. 左のナビゲーション ペインで、[構成（Configure）] > [テナント テンプレート（Tenanat Template）] > 
[テナント ポリシー（Tenant Policies）] を選択します。 

3. メインペインで、[テナント ポリシー テンプレートの追加（Add Tenant Policy Template）] をクリック

します。 
代わりに、既存のテナント ポリシー テンプレートを更新する場合は、その名前をクリックするだけで

す。これにより、[テナント ポリシー（Tenant Policies）] ページが開きます。 

4. 新しいテンプレートを作成する場合、テンプレートの [名前（Name）] を指定し、構成のインポート元

である [テナントを選択（Select a Tenant）] します。 

5. テンプレートを、構成のインポート元であるファブリックに関連付けます。 

a. [テナント ポリシー（Tenant Policies）] テンプレート表示内で  [アクション（Actions）] > [ファブ

リックの関連付け（Fabrics Association）] を選択します。 

b. [ファブリックを <template-name> に関連付け （Associate Fabrics to <template-name> ] ダイアログ

で、テンプレートを展開するサイトを選択します。 

6. [保存（Save）] をクリックして、テンプレートの変更を保存します。 

7. テナント ポリシー テンプレートに 1 つ以上のポリシーをインポートします。 
ファブリックから L3Out 構成をインポートすることを選択すると、UI にインポート可能な L3Out ポリ

シーのリストが表示されます。1 つ以上の L3Out ポリシーを選択し、L3Out で使用されるすべてのプロ

バイダ ポリシーをこのテナント ポリシー テンプレートにインポートできます。 

a. [テナント ポリシー（Tenant Policies）] 画面の [テンプレート プロパティ（Template Properties）] 
ビューで、[インポート（Import）] > <fabric-name> を選択します。 

b. [<fabric-name> からインポート（Import from <fabric-name> ）] ダイアログで、1 つ以上の L3Outs を
選択し、[インポート（Import）] をクリックします。 
ファブリックで L3Out がすでに構成されている場合、その関連ポリシーは [L3Out 関連のテナント 
ポリシー（L3Out Related Tenant Policies）] カテゴリでインポートできます。インポートする L3Out 
を選択すると、ファブリックの APIC でその L3Out によって参照されるすべてのポリシーが、編集

中のテナント ポリシー テンプレートにインポートされます。 

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/ndo-aci-external-connectivity-l3o./external-connectivity-l3o./multi-fabric-l3out-template-overview.html
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+ 

c. インポートされたすべてのポリシーがテンプレートに表示されていることを確認し、[保存

（Save）] をクリックして保存します。 

前の手順でインポートすることを選択した、ファブリックの L3Out 用に構成されたすべてのポリ

シーは、次のガイドラインを使用してテナント ポリシー テンプレートに追加されます。 

 デフォルトのインポート ルート マップの名前は <l3out-name>_imp_<fabric-id> です。 

 デフォルトのエクスポート ルート マップの名前は <l3out-name>_exp_<fabric-id> です。 

 ノード ルーティング ポリシーには、L3OutNodePolicy1、L3OutNodePolicy2 などの番号が付けら

れます。 

 インターフェイス ルーティング ポリシーには、[L3OutInterfacePolicy1]、[L3OutInterfacePolicy2] 
などの番号が付けられます。 
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d. 必要に応じて、ポリシー名を更新し、[保存（Save）] をクリックして変更を保存します。 
インポートされたポリシーの名前は、作成時のままにしておくことをお勧めします。この場合、

次のセクションで説明するように L3Out テンプレートに L3Out をインポートすると、参照される

ポリシーが NDO によって L3Out 用に自動的に認識され、構成されます。 
ただし、マルチファブリック ドメインに特定の命名規則がある場合は、その規則に従うようにイ

ンポートされたオブジェクトの名前を更新できます。この場合、次のセクションの L3Out インポ

ート時にオブジェクト参照を手動で指定する必要があります。 

 

一部のオブジェクトでは、ファブリックで作成された管理対象オブジェクト

（MO）と、オーケストレータで表示および管理されるポリシーオブジェクトとの

間に 1:1 のマッピングがありません。NDO で論理的なグループとしてまとめられる 
MO の詳細については、「L3Out 構成のインポートの概要」を参照してください。 

8. テンプレートをファブリックに展開します。 
ポリシーをインポートしてテンプレートを保存した後、ファブリックに展開する必要があります。 

 

NDO で使用されるインポートされたオブジェクトの名前が APIC のオブジェクトの名前

と一致しない場合、NDO は APIC に新しいオブジェクトを作成せず、元のオブジェクト

の管理を開始します。 
ただし、ファブリックに展開する前にポリシー オブジェクトに他の変更を加えた場

合、NDO は APIC に新しいオブジェクトを作成します。 

a. [テナント ポリシー（Tenant Policies）] テンプレート表示で、[展開（Deploy）] をクリックします。 

b. [ファブリックへの展開] ダイアログで、展開するポリシーを確認し、[展開] をクリックします。 

次のタスク 

テナント ポリシー テンプレートでポリシーを定義したら、「L3Out オブジェクトのインポート」の手順に

進みます。 

L3Out オブジェクトのインポート 
始める前に： 

• 新しい L3Out 構成（グリーンフィールド展開）を構成して展開する場合は、代わりにこの章の前のセ

クションを参照してください。 

• 「テナント ポリシーの作 テンプレート オブジェクトのインポート」の説明に従って、テンプレート 
ポリシー テンプレートを作成し、インポートする L3Out に関連付けられているポリシーをインポート

しておく必要があります。 

このセクションでは、APIC ファブリックから Cisco Nexus Dashboard Orchestrator に L3Out テンプレートをイ

ンポートする方法について説明します。各ポリシーの詳細と、他のテンプレートのポリシーや設定との関

係については、「L3Out 構成のインポートの概要」を参照してください。 

1. 左側のナビゲーション ペインで、[構成（Configure）] > [テナント テンプレート（Tenant Template）] 
>[L3Out] の順に選択します。 

2. メインペインで、[L3Out テンプレートの追加 (Add  L3Out Template)] をクリックします。 
代わりに、既存の L3Out テンプレートを更新する場合は、その名前をクリックするだけです。これに

より、[L3Out テンプレート（L3Out Template）] ページが開きます。 

3. 新しいテンプレートを作成する場合は、インポートする L3Out 構成から [テナント（Tenant）] と [ファ

ブリック（Fabric）] を選択し、[保存（Save）] をクリックしてテンプレートに移動します。 
各 L3Out テンプレートは、 他の NDO テンプレートに類似する特定のテナントに関連します。しかし、

L3Out 構成は、通常ファブリック固有としてシングル ファブリックにのみにも割り当てられます。 

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/ndo-aci-external-connectivity-l3o./external-connectivity-l3o./multi-fabric-l3out-template-overview.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/nexus-dashboard-orchestrator-aci-external-connectivity-l3out-441.html#_mporting_l3out_objects
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/nexus-dashboard-orchestrator-aci-external-connectivity-l3out-441.html#_importing_tenant_policy_template_objects
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/ndo-aci-external-connectivity-l3o./external-connectivity-l3o./multi-fabric-l3out-template-overview.html
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複数のファブリックの L3Out 構成をインポートする場合は、ファブリックごとに少なくとも 1 つの 
L3Out テンプレートを作成する必要がありますが、ファブリック/テナントごとに複数の L3Out を同じ

テンプレートにインポートできます。または、異なるテナントに割り当てられている限り、ファブリ

ックごとに複数の L3Out テンプレートを選択することもできます。 

4. 新しいテンプレートを作成した場合は、テンプレートの[名前（Name）]を入力し、[保存（Save）] を
クリックします。 
新しい構成を追加したり、既存の構成をインポートしたりする前に、新しいテンプレートを保存する

必要があります。 

5. ファブリックから L3Out をインポートします。 

a. メイン ウィンドウで、[インポート（Import）] をクリックします。 

b. [インポート元 <fabric-name>（Import from <fabric-name>）] ダイアログで、インポートする L3Out 
を選択し、[インポート（Import）] をクリックします。 

 

L3Out に NDO のテナント ポリシー テンプレートにないテナン トポリシー参照

が 1 つ以上ある場合、「テナント ポリシー テンプレート オブジェクトのイン

ポート」で説明されているようにその L3Out をインポートすることはできま

せん。 

 
図 2 

6. インポートされた L3Out に欠落している情報を入力します。 
L3Out を初めてインポートするときに、一部の L3Out 設定がインポートされず、手動で指定する必要が

ある場合、UI のオブジェクトが赤色で表示されることがあります。 

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/nexus-dashboard-orchestrator-aci-external-connectivity-l3out-441.html#_importing_tenant_policy_template_objects
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/nexus-dashboard-orchestrator-aci-external-connectivity-l3out-441.html#_importing_tenant_policy_template_objects
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図 3. 

たとえば、BGP ピア設定が L3Out に存在する場合、NDO は L3Out がインポートされるときに認証を適

用します。この場合、手動で認証設定に移動し、[パスワード認証（Password Authentication）]を無効

にするか、有効なパスワードを入力する必要があります。 

a. インポートした L3Out を選択します。 

b. 警告が表示されている設定をクリックします。 
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図 4. 

c. 警告が表示されている設定をもう一度クリックします。 
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図 5. 

d. パスワードなど、欠落している構成を入力します。 

 
図 6. 

e. インポートされたオブジェクトのテンプレート内の他のすべての警告に対して、この手順を繰り

返します。 

7. [保存（Save）] をクリックして、テンプレートの変更を保存します。 

8. 必要に応じて、前の手順でインポートした L3Out を参照している、以前にインポートした IP SLA トラ

ック メンバーを更新します。 
前のセクションで、インポートする L3Out を参照する 1 つ以上の IP SLA トラック メンバーをインポー

トした場合は、L3Out をインポートした後に、トラック メンバーの範囲と参照を手動で更新する必要

があります。この動作のその他の詳細については、「L3Out テンプレートの概要」で説明されていま

す。 

a. インポートされた L3Out オブジェクトを含む L3Out テンプレートが保存されていることを確認し

ます。 

b. [構成（Configure）] > [テナント ポリシー（Tenant Policies）] に移動します。 

c. IP SLA トラック メンバーを含むテナント ポリシー テンプレートを選択します。 

d. [IP SLA 追跡リスト（IP SLA Track List）] ポリシーを選択します。 

e. 右側のプロパティ サイドバーで、更新するトラック メンバー リストの横にある [編集（Edit）] ア
イコンをクリックします。 

f. [トラック  リストを更新してメンバー関係を追跡する（Update Track List to Track Member 
Relation）] ダイアログで、スコープ タイプを更新し、スコープ オブジェクトを選択します。 
現在の値は、ローカル参照と参照されるオブジェクトの名前に設定されます。 

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndo/4x/articles-441/ndo-aci-external-connectivity-l3o./external-connectivity-l3o./multi-fabric-l3out-template-overview.html
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図 7 

スコープ タイプを L3Out に更新し、前の手順でインポートした L3Out を選択する必要があります。 

g. [OK]をクリックして、変更内容を保存します。 

h. [保存（Save）] をクリックして、テナント ポリシー テンプレートを保存します。 

i. [展開（Deploy）] をクリックして、ファブリックにテンプレートを再展開します。 

j. [構成（Configure）] > [テナント（Tenant）] > [テナント ポリシー（Tenant Policies）] に戻り、前の

手順で編集した L3Out テンプレートを選択します。 

9. L3Out テンプレートをファブリックに展開します。 
L3Out をインポートしてテンプレートを保存した後、ファブリックに再び展開する必要があります。 

a. [L3Out テンプレート（L3Out Template）] ページで、[展開（Deploy）] をクリックします。 

b. [ファブリックへの展開] ダイアログで、展開するポリシーを確認し、[展開] をクリックします。 

c. （オプション）ポリシーが正常に展開されいることを確認します。 
ファブリックの APIC に移動し、[テナント（Tenants）] > [<tenant-name>] > [ネットワーキング

（Networking）] > [L3Outs] を選択し、L3Out 名が NDO テンプレートにインポートしたものと一致

していることを確認して、テンプレートが正常にファブリックに展開されたことを確認できます。 

 
構成が NDO からサイトに展開されると、古い MO が削除され、NDO 固有の階層で新し

い MO が作成されます。これにより、短時間（最大 1 秒）の 
トラフィック中断が発生する可能性があります。 
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図 8 

L3Out ネイバーの表示 
リリース 4.1(2) 以降、Cisco Nexus Dashboard Orchestrator は、マルチファブリック ドメイン内のすべての 
L3Out とそのネイバーの統合ビューを提供します。この情報は、ファブリックレベルの接続に関してファブ

リック コントローラによって報告された運用データを可視化し、各 L3Out のさまざまなレイヤ 3 隣接関係

（ネイバー）を表示することでトラブルシューティングを簡素化します。 

1. 左のナビゲーション ペインから、[操作（Operate）] > [ファブリック（Fabrics）] を選択します。 

2. L3Out ネイバーを表示するファブリックの名前をクリックします。 

3. ファブリック情報ページで、[接続（Connectivity）] > [L3 ネイバー（L3 Neighbors）] を選択します。 

[L3 ネイバー（L3 Neighbors）] ページには、そのファブリックの L3Out 構成に基づいてすべてのネイバ

ーが統合されたビューが表示されます。各列に基づいてページをフィルタ処理またはソートできます。 

[更新（Refresh）] をクリックすると、いつでもファブリックのコントローラから最新の情報を取得で

きます。 

4. [ネイバー（Neighbor）] 列のエントリをクリックすると、そのネイバーの詳細が表示されます。 

ここでは、ローカル スイッチ情報（名前、IP アドレス、ASN、インターフェイス情報など）とネイバ

ーの詳細（IP アドレス、ASN、ルート ID、ポートなど）を表示できます。 

たとえば、次の 2 つの図は、BGP ネイバーと OSPF L3Out ネイバーの情報の例を示しています。 
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5. 表示された情報が正確でない場合は、L3Out の構成を確認します。 

L3Out ネイバーがテーブル ビューに存在しない場合： 

o L3Out ポリシーが NDO で構成され、正常に展開されていることを確認します。この情報は、NDO で
構成されている L3Outs についてのみ表示されます。 

o API を使用して、L3Out ネイバーが NDO のインベントリに存在することを確認します。 

 BGP の場合：GET /mso/api/v1/inventorybgpneighbors?status.fabric= <fabric-id> 

 OSPF の場合：GET /mso/api/v1/inventoryospfneighbors?status.fabric=<fabric-id> 

L3Out ネイバーの動作状態が緑色でない場合： 

o スイッチのインターフェイスがいずれかのスイッチでシャット状態になっていないことを確認しま

す。 

o プロトコル設定が正しく設定されており、ピア デバイスの設定に不一致がないことを確認します。 

 BGP の場合、認証、eBGP マルチホップ TTL、および ASN が正しく設定されていることを確認

します。 

 OSPF の場合、認証、エリア ID、および MTU の設定を確認します。 
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